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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像音声データを記録媒体に、第１のフォーマットに従って記録する情報記録方法であ
って、
　前記記録媒体に対して、第１のフォーマットのボリューム構造情報、ファイル構造情報
および前記記録媒体に記録される全映像音声データを管理するための管理情報を記録する
場合にも、第２のフォーマットのボリューム構造情報、ファイル構造情報および前記記録
媒体に記録される全映像音声データを管理するための管理情報を記録する場合にも十分な
データ長を算出するデータ長算出ステップと、
　前記記録媒体の所定の位置に、前記データ長算出ステップで算出したデータ長を有する
データ領域を予め確保するデータ領域予約ステップと、
　前記記録媒体の前記データ領域予約ステップで確保されたデータ領域以外の部分に、前
記第１のフォーマットに従って前記映像音声データを記録する映像音声データ記録ステッ
プと、
　前記記録媒体の前記データ領域予約ステップで確保されたデータ領域以外の部分で、か
つ、前記映像音声データが記録されていないデータ領域に、前記第２のフォーマットの前
記管理情報、もしくは、前記第２のフォーマットの前記管理情報を作成するために必要な
データを記録する第２フォーマット管理情報記録ステップとを備える、情報記録方法。
【請求項２】
　前記映像音声データ記録ステップは、
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　前記記録媒体の前記データ領域予約ステップで確保されたデータ領域以外の部分で、か
つ、前記映像音声データが記録されていないデータ領域に、前記第１のフォーマットの前
記映像音声データに含まれるビデオオブジェクトを管理するためのビデオタイトルセット
情報を記録するビデオタイトルセット情報記録ステップと、
　前記映像音声データの前記記録媒体における記録位置およびデータ長と、前記ビデオタ
イトルセット情報の前記記録媒体における記録位置およびデータ長とを含む番組エクステ
ント情報を記録する番組エクステント情報記録ステップとを含むことを特徴とする、請求
項１の情報記録方法。
【請求項３】
　前記第２フォーマット管理情報記録ステップの実行後、前記記録媒体の前記データ領域
予約ステップで確保されたデータ領域以外の部分で、かつ、前記映像音声データが記録さ
れていないデータ領域に、前記第２のフォーマットの映像音声データに含まれるビデオオ
ブジェクトユニットを管理するための再生時間情報、記録時間情報、表示制御情報および
コピー制御情報を含むリアルタイムデータ情報を、前記第１のフォーマットの前記ビデオ
オブジェクト、および、前記ビデオオブジェクトに含まれるビデオオブジェクトユニット
に関連付けて記録するリアルタイムデータ情報記録ステップをさらに備える、請求項２に
記載の情報記録方法。
【請求項４】
　前記映像音声データの記録されていないデータ領域に、前記第１のフォーマットの前記
ビデオオブジェクトユニットを管理するための再生制御情報およびデータサーチ情報を有
するナビゲーションデータ情報を、前記第１のフォーマットのビデオオブジェクト、およ
び、前記ビデオオブジェクトに含まれる前記ビデオオブジェクトユニットに関連付けて、
前記第２のフォーマットから前記第１のフォーマットに変更するための情報として記録す
るナビゲーションデータ情報退避ステップをさらに備える、請求項３の情報記録方法。
【請求項５】
　前記リアルタイムデータ情報が、前記第１のフォーマットの前記ビデオオブジェクトユ
ニットを管理するための再生制御情報およびデータサーチ情報を有するナビゲーションデ
ータ情報の位置に配置されるように、第２のフォーマットのファイル構造を作成するステ
ップをさらに備える、請求項３に記載の情報記録方法。
【請求項６】
　前記ビデオタイトルセット情報が記録されたデータ領域を、未記録領域に設定する未記
録領域設定ステップをさらに備える、請求項３に記載の情報記録方法。
【請求項７】
　前記映像音声データが第１のフォーマットで記録されたことを示すフォーマット管理フ
ラグを作成するフォーマット管理フラグ作成ステップと、
　前記フォーマット管理フラグを前記記録媒体に記録するフォーマット管理フラグ記録ス
テップとをさらに備える、請求項２に記載の情報記録方法。
【請求項８】
　前記第１のフォーマットがＤＶＤビデオフォーマットであり、かつ、前記第２のフォー
マットがＤＶＤビデオレコーディングフォーマットであることを特徴とする、請求項１～
７のいずれかに記載の情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報記録方法、フォーマット変更方法および情報再生方法に関し、より特定
的には、映像情報や音声情報を記録媒体に記録する記録方法、記録媒体に記録した映像情
報や音声情報のフォーマットを変更する方法、および、記録媒体に記録した映像情報や音
声情報を再生する再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、数ギガバイトの容量を持つ相変化型光ディスクであるＤＶＤ－ＲＷやＤＶＤ－Ｒ
ＡＭなどの書き換え型ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）やＤＶ
Ｄ－Ｒなどの追記型ＤＶＤといった記録型ＤＶＤが開発され、また、デジタルＡＶ（オー
ディオ・ビデオ）データの符号化規格であるＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　
Ｉｍａｇｅ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）２が実用化された。これら記
録型ＤＶＤおよびＭＰＥＧ２の開発により、ビデオデータのような大容量データを、アク
セス速度に優れた光ディスクに対して記録して扱うことが可能となった。
【０００３】
　このアクセス性能を生かすために、記録型ＤＶＤでは、テープ媒体とは異なり、データ
がディスク上の何処に記録されているかを管理するための管理情報が記録される。この管
理情報を規定するものとして、ＤＶＤ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｒｅｗ
ｒｉｔａｂｌｅ／Ｒｅ－ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ　Ｄｉｓｃｓ（ＤＶＤビデオレコーディン
グ規格。ＤＶＤビデオレコーディングフォーマット。以下、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットと
称す）が発行されている。また、ＤＶＤ－ＲＯＭなどの再生のみ可能なメディアに対して
策定された再生専用規格である、ＤＶＤ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｒｅ
ａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｄｉｓｃｓ（ＤＶＤビデオ規格。ＤＶＤビデオフォーマット。以下、Ｄ
ＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットと称す）も、記録用フォーマットとして利用されている。
なお、以下の説明には、ＤＶＤメディアのボリューム構造およびファイル構造内に記録さ
れる記述子やポインタ等は、特に断りがない限り、ＩＳＯ／ＩＥＣ　１３３４６規格ある
いはＵＤＦ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｄｉｓｋ　Ｆｏｒｍａｔ）規格に規定されたデータ構
造をもつものとする。
【０００４】
　このように、ＤＶＤ－ＲＷやＤＶＤ－Ｒの記録用規格には、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット
とＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットという、２種類の記録フォーマットが存在する。詳細
は後述するが、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットの論理構成（図１２）は、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ
フォーマットの論理構成（図１７）と相違する。また、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットのファ
イルシステム（図１３）も、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットのファイルシステム（図１
８）と相違する（ファイルシステムとは、ディスク内のデータをディレクトリやファイル
として管理するための方式である）。さらに、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットのＡＶデータお
よび管理用データの記録フォーマット（図１４～図１６）も、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォー
マットのＡＶデータおよび管理用データの記録フォーマット（図１９および図２０）と相
違する。
【０００５】
　このように、異なる記録フォーマットが存在するＤＶＤ規格において、フォーマットの
変更方法は、従来からの課題であった。特に本発明と関連性を有する従来技術としては、
例えば特許文献１に記載されたものがある。特許文献１には、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット
のストリームデータを、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットのストリームデータに変換する
変換装置が記載されている。
【０００６】
　以下、図１２～図２０を参照して、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットとＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフ
ォーマットの詳細を説明する。先に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットのデータ構成について説
明する。図１２は、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおける物理セクタアドレスによって管理
されている物理的なデータ構成と、ファイルシステムにより管理されている論理的なデー
タ構成とを示す図である。
【０００７】
　図１２において、記録型ＤＶＤ１２００は、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットによって番組の
データが記録されたＤＶＤメディアである。リードイン領域１２０１には、サーボを安定
させるために必要な基準信号や、メディアの識別信号などが記録されている。また、ボリ
ューム構造領域１２０２には、ファイルシステム用の管理情報が記録されている。リード
アウト領域１２０３には、リードイン領域１２０１と同様の基準信号が記録されている。
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リードイン領域１２０１は、物理セクタアドレスの先頭に記録されており、リードアウト
領域１２０３は、物理セクタアドレスの最後に記録されている。リードイン領域１２０１
とリードアウト領域１２０３との間には、ユーザデータ領域があり、この領域には、論理
的に有効なデータが記録されている。ユーザデータ領域の先頭に、ボリューム構造領域１
２０２が記録されている。
【０００８】
　ユーザデータ領域に記録されるデータは、図１２に示されるようなファイル構造を有す
る。すなわち、ユーザデータ領域に記録されるデータは、ＲＯＯＴディレクトリ１２０４
の下のディレクトリであるＤＶＤ＿ＲＴＡＶディレクトリ１２０５に記録される。ＤＶＤ
＿ＲＴＡＶディレクトリ１２０５に記録されるデータは、いくつかのファイルとして記録
される。これらファイルは大きく２種類のファイルに分類される。１つは管理情報ファイ
ルで、もう１つはＡＶファイルである。ＡＶファイルは、さらに動画ファイル、静止画フ
ァイル、および、静止画にアフレコされた音声を含む音声ファイル、という３種類のファ
イルに分類される。これら３種類のＡＶファイルを管理するための情報として、管理情報
ファイルが記録される。
【０００９】
　ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおいて、管理情報ファイルは、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯ
ファイル１２０６として記録される。また、動画ファイルは、ＶＲ＿ＭＯＶＩＥ．ＶＲＯ
ファイル１２０７、静止画ファイルは、ＶＲ＿ＳＴＩＬＬ．ＶＲＯファイル１２０８、音
声ファイルは、ＶＲ＿ＡＵＤＩＯ．ＶＲＯファイル１２０９として記録される。ＶＲ＿Ｍ
ＡＮＧＲ．ＢＵＰファイル１２１０は、管理情報ファイルＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファ
イル１２０６と同じ情報を予備として有するバックアップファイルである。
【００１０】
　次に、ファイルシステムのデータ構成について、図を参照しながら説明する。ＤＶＤ－
ＶＲフォーマットによって記録されるデータは、図１３に示されるように構成される。す
なわち、ユーザデータ領域であるボリューム１３００には、ボリューム構造領域１３０１
、ファイル構造領域１３０２、ファイルデータ領域１３０３および予備ボリューム構造領
域１３０４が含まれる。
【００１１】
　ボリューム構造領域１３０１には、ボリューム認識情報を有するボリューム認識列１３
０５、ボリュームの属性情報を有する基本ボリューム記述子１３０６、処理システムのた
めの情報を有する処理システム用記述子１３０７、区画の情報を有する区画記述子１３０
８、論理ボリュームの識別情報を有する論理ボリューム記述子１３０９、ボリューム空間
内の未割り付け領域の情報を有する未割り付け空間記述子１３１０、基本的な記述子列の
終端を示す終端記述子１３１１、論理ボリュームの保全状態の情報を有する論理ボリュー
ム保全記述子１３１２およびボリュームに対するアクセス開始情報を有する開始ボリュー
ム記述子ポインタ１３１３などが記録される（ただし、ボリューム構造領域１３０１に記
録されるデータは、この順またはこの種類に限定されるものではない）。
【００１２】
　また、ファイル構造領域１３０２には、ファイル集合記述子１３１５、終端記述子１３
１６、セクタやＥＣＣブロックなど一定単位の領域ごとの記録状態を示す空間ビットマッ
プ記述子１３１４、ファイルデータ領域に記録されるデータのファイルの分散情報（先頭
アドレスとデータ長）を含むファイルエントリ、および、ファイル名やファイルの属性な
どの情報を含むファイル識別記述子などが記録される。ファイルデータ領域１３０３には
、上述した管理情報ファイルおよびＡＶファイルが記録される。また、予備ボリューム構
造領域１３０４には、ボリューム構造領域に記録されるデータと同じデータが、予備とし
て記録される。
【００１３】
　次に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおけるＡＶデータの構成について、図１４を参照し
ながら説明する。ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに準拠したＡＶデータの最上位に位置する論
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理単位は、Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｃｈａｉｎ１４００（以下、ＰＧＣと称す）である。このＰ
ＧＣは、ＰＧＣの部分的な再生単位であるＣｅｌｌの再生順を指定する。Ｃｅｌｌには、
動画区間を構成する動画Ｃｅｌｌと静止画区間を構成する静止画Ｃｅｌｌとがある。Ｃｅ
ｌｌに対応する物理単位が、Ｖｉｄｅｏ　Ｏｂｊｅｃｔ（ビデオオブジェクト。以下、Ｖ
ＯＢと称す）である。動画Ｃｅｌｌには動画ＶＯＢが、静止画Ｃｅｌｌには静止画ＶＯＢ
が対応する。Ｃｅｌｌは、ＶＯＢの全体もしくはその一部を参照する。
【００１４】
　動画ＶＯＢは、複数のＶｉｄｅｏ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｕｎｉｔ（ビデオオブジェクトユニ
ット。以下、ＶＯＢＵと称す）を含む。また、静止画ＶＯＢ　Ｇｒｏｕｐ（以下、ＶＯＧ
と称す）は、１つ以上の静止画ＶＯＢを含む。動画ＶＯＢにはＭ＿ＶＯＢＩという管理情
報が、静止画ＶＯＧにはＳ＿ＶＯＧＩという管理情報が、それぞれＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．Ｉ
ＦＯに記録される。動画ＶＯＢ、静止画ＶＯＧに対するアクセスは、これらＭ＿ＶＯＢＩ
、Ｓ＿ＶＯＧＩを介して行われる。図１４には、動画データについてのＰＧＣを示す。図
に示されるように、動画ＶＯＢの集合が動画ファイルＶＲ＿ＭＯＶＩＥ．ＶＲＯファイル
１２０７である。
【００１５】
　次に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットのＶＯＢのデータ構成について説明する。図１５は、
ＶＯＢのデータ構成を示す図である。ＶＯＢ１５００は、時系列に配列された複数のＶＯ
ＢＵにより構成される。以下、図中のＶＯＢＵ１５０１を用いてＶＯＢＵの構成を説明す
る。ＶＯＢＵ１５０１は、２キロバイト単位のパックの列により構成される。パックには
、Ｇｒｏｕｐ　ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅｓ（以下、ＧＯＰと称す）単位のピクチャデータか
ら構成されるビデオパック（Ｖ＿ＰＣＫ）１５０３、オーディオデータを有するオーディ
オパック（Ａ＿ＰＣＫ）１５０４、サブピクチャデータを有するサブピクチャパック（Ｓ
Ｐ＿ＰＣＫ）１５０５、並びに、再生時間情報、再生制御情報およびコピー制御情報を含
むリアルタイムデータ情報を有するリアルタイムデータ情報パック（ＲＤＩ＿ＰＣＫ）１
５０２がある。一般的には、ＶＯＢＵには、１つ以上のＶ＿ＰＣＫとＡ＿ＰＣＫとが多重
化され、さらに、その先頭には、ＲＤＩ＿ＰＣＫが多重化される。
【００１６】
　Ｖ＿ＰＣＫ１５０３には、再生時間が約０．４～１．０秒の少なくとも１つ以上のピク
チャデータが含まれる。また、ＲＤＩ＿ＰＣＫ１５０２には、ＭＰＥＧ準拠のパックヘッ
ダ（Ｐａｃｋ　Ｈｅａｄｅｒ）１５０６、システムヘッダ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｈｅａｄｅｒ
）１５０７、パケットヘッダ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｈｅａｄｅｒ）１５０８、サブストリーム
ＩＤ（Ｓｕｂ＿Ｓｔｒｅａｍ＿ＩＤ）１５０９、および、リアルタイムインフォメーショ
ンデータ（Ｒｅａｌ－Ｔｉｍｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｄａｔａ）１５１０が含まれ
る。さらに、リアルタイムインフォメーションデータ１５１０には、再生時間情報を含む
ＲＤＩ＿ＧＩ１５１１、再生制御情報およびコピー制御情報を含むＤＣＩ＿ＣＣＩ１５１
２、並びに、製造者情報を含むＭＮＦＩ１５１３が含まれる。
【００１７】
　次に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットの管理情報ファイルであるＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯ
の構成について、図１６を参照しながら説明する。ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイル１
２０６は、図１６のテーブル１６００に示されるように、大きく分けて７つのテーブルに
分けられる。このうち、Ｍ＿ＡＶＦＩＴ１６０１は、動画ファイルであるＶＲ＿ＭＯＶＩ
Ｅ．ＶＲＯファイル１２０７の情報を含む。また、Ｍ＿ＡＶＦＩＴ１６０１に含まれるＭ
＿ＡＶＦＩ１６０２には、前述した各ＶＯＢの情報であるＭ＿ＶＯＢＩ１６０３が含まれ
る。Ｍ＿ＶＯＢＩ１６０３は、開始表示時間情報ＶＯＢ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭ１６０４、終了
表示時間情報ＶＯＢ＿Ｖ＿Ｅ＿ＰＴＭ１６０５、表示時間と記録アドレスの変換テーブル
であるＴＭＡＰＩ１６０６などを含む。ＴＭＡＰＩ１６０６は、ＴＭＡＰＩ１６０６全体
の情報を示すＴＭ＿ＥＮＴ１６０８や各ＶＯＢＵのサイズと再生時間の情報を有するＶＯ
ＢＵ＿ＥＮＴ１６０９などを含む。
【００１８】
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　次に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットと共にＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷの記録用規格である
ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットについて説明する。図１７は、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォ
ーマットにおける物理セクタアドレスによって管理されている物理的なデータ構成と、フ
ァイルシステムによって管理されている論理的なデータ構成とを示す図である。以下の説
明では、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットと異なる点を説明する。
【００１９】
　図１７に示されるように、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットでは、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳデ
ィレクトリ１７０１に、ディスク全体の管理情報ファイルを有するビデオマネージャ（以
下、ＶＭＧと称す）１７００、並びに、各ビデオタイトル（番組）の管理情報ファイル、
ＡＶファイルおよび各ビデオタイトルの管理情報ファイルのバックアップファイルが含ま
れる。ＶＭＧ１７００は、ディスク全体の管理情報であるＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯファ
イル１７０２、メニュー用のビデオオブジェクトファイルであるＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＶＯ
Ｂファイル１７０３、および、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯファイル１７０２のバックアッ
プファイルであるＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＢＵＰファイル１７０４により構成される。
【００２０】
　各ビデオタイトルの管理情報ファイルは、ＶＴＳ＿ＸＸ＿Ｘ．ＩＦＯ（Ｘは数字）で表
されるファイル名を持つファイルである。図１７においては、ＶＴＳ＿０１＿０．ＩＦＯ
ファイル１７０５がその一例である。同様に、各ビデオタイトルのＡＶファイルは、ＶＴ
Ｓ＿ＸＸ．Ｘ．ＶＯＢというようなファイル名を持つファイルであり、図においては、Ｖ
ＴＳ＿０１＿１．ＶＯＢファイル１７０６がその一例である。また、各ビデオタイトルの
管理情報ファイルのバックアップファイルは、ＶＴＳ＿ＸＸ＿Ｘ．ＢＵＰというようなフ
ァイル名をもつファイルであり、図においては、ＶＴＳ＿０１＿０．ＢＵＰファイル１７
０７がその一例である。ＤＶＤメディアには、ビデオタイトルは、最大９９タイトルまで
記録でき、また、各ビデオタイトルのＡＶファイルは、最大９ファイルまで記録できる。
【００２１】
　次に、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおけるファイルシステムのデータ構成につい
て、図１８を参照しながら説明する。ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットでは、ＤＶＤ－Ｖ
Ｒフォーマットとは異なり、ＵＤＦに加え、ＩＳＯ９６６０に従ったファイルシステムデ
ータも記録される。ＩＳＯ９６６０ファイル構造領域１８０２に記録される、パステーブ
ル１８０６およびディレクトリレコード１８０７がそれに相当する。このようなファイル
システム構成をＵＤＦブリッジと呼ぶ。ボリューム構造領域１８０１には、ボリューム認
識列１８０８を代表に、図に示されるようなデータが記録される。また、ファイル構造領
域１８０３には、図に示されるようなファイル識別記述子やファイルエントリ等のファイ
ルが記録される。ファイルデータ領域１８０４には、上述した管理情報ファイルやＡＶフ
ァイルが記録される。ボリューム１８００の終端には、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットとは異
なり、開始ボリューム記述子ポインタ１８０５が記録される。
【００２２】
　次に、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットのファイルデータ領域におけるデータ配置の詳
細について説明する。図１９は、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおいて、ファイルデ
ータのボリューム内での配置を示す図である。ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおいて
は、ファイルデータ領域の先頭に、上述したＶＭＧ１７００が配置され、続いてＶｉｄｅ
ｏ　Ｔｉｔｌｅ　Ｓｅｔ（ビデオタイトルセット。以下、ＶＴＳと称す）が配置される。
ＶＭＧ１７００には、Ｖｉｄｅｏ　Ｍａｎａｇｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（以下、Ｖ
ＭＧＩと称す）１９００、Ｖｉｄｅｏ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｓｅｔ　ｆｏｒ　ＶＭＧ　Ｍｅｎ
ｕ（以下、ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳと称す）１９０１、および、ＶＭＧＩ（バックアップ）１
９０２が含まれる。ＶＭＧＩ１９００は、上述したＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯファイルに
相当する。また、タイトル選択メニューのためのデータであるＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ１９０
１は、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＶＯＢに、ＶＭＧＩ（バックアップ）１９０２は、ＶＩＤＥＯ
＿ＴＳ．ＢＵＰにそれぞれ相当する。ＶＭＧ１７００内におけるデータは、必ずＶＭＧＩ
１９００を先頭に、ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ１９０１、ＶＭＧＩ（バックアップ）１９０２の
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順に配置される。なお、ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ１９０１は、タイトル選択メニューがない場
合には、存在しないデータである。
【００２３】
　各ＶＴＳは、各番組に相当する（図ではｎ個の番組が記録されている）。以下、ＶＴＳ
１９０３を用いてＶＴＳのデータ構造を説明する。ＶＴＳ１９０３に含まれるＶｉｄｅｏ
　Ｔｉｔｌｅ　Ｓｅｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ビデオタイトルセット情報。以下、Ｖ
ＴＳＩと称す）１９０４は、ＶＴＳ＿ＸＸ＿Ｘ．ＩＦＯファイルに、また、Ｖｉｄｅｏ　
Ｏｂｊｅｃｔ　Ｓｅｔ　ｆｏｒ　Ｔｉｔｌｅｓ　ｉｎ　ａ　ＶＴＳ（以下、ＶＴＳＴＴ＿
ＶＯＢＳと称す）１９０６は、ＶＴＳ＿ＸＸ＿Ｘ．ＶＯＢファイルに、さらに、ＶＴＳＩ
（バックアップ）１９０７は、ＶＴＳ＿ＸＸ＿Ｘ．ＢＵＰファイルに相当する。また、Ｖ
ｉｄｅｏ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｓｅｔ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ＶＴＳ　Ｍｅｎｕ（以下、ＶＴＳＭ
＿ＶＯＢＳと称す）１９０５は、番組のメニューのためのデータであり、メニューがない
場合には、存在しないデータである。ＶＴＳ１９０３内のデータ配置は、必ずＶＴＳＩ１
９０４、ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ１９０５、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ１９０６、ＶＴＳＩ（バッ
クアップ）１９０７の順番となる。このように、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットでは、
データ配置に制約がある点が特徴である。さらに、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ１９０６は、Ｖ
ｉｄｅｏ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ｓｅｔ（以下、ＶＯＢＳと称す）と呼ばれるＶＯＢの集合であ
り、ＶＴＳのＡＶデータを含む。
【００２４】
　次に、ＤＶＤ－ＶｉｄｅｏフォーマットのＶＯＢＳのデータ構成について説明する。図
２０は、ＶＯＢＳ２０００のデータ構成を示す図である。以下、ＶＯＢＳ２０００に含ま
れるＶＯＢ２００１を用いて、ＶＯＢＳ２０００のデータ構成を詳しく説明する。ＶＯＢ
２００１には、２キロバイト単位のパックの列を含むＶＯＢＵ２００２が時系列に配列さ
れている。パックには、上述したＧＯＰ単位のピクチャデータから構成されるＶ＿ＰＣＫ
２００４、オーディオデータから構成されるＡ＿ＰＣＫ２００５、および、サブピクチャ
データから構成されるＳＰ＿ＰＣＫ２００６に加え、再生制御情報およびデータサーチ情
報を含むナビゲーションパック（ＮＶ＿ＰＣＫ）２００３がある。
【００２５】
　また、各ＶＯＢＵには、ＮＶ＿ＰＣＫ２００３を先頭に、Ｖ＿ＰＣＫ２００４、Ａ＿Ｐ
ＣＫ２００５、および、ＳＰ＿ＰＣＫ２００６が多重化される。ＮＶ＿ＰＣＫ２００３に
は、ＭＰＥＧ準拠のパックヘッダ（Ｐａｃｋ　Ｈｅａｄｅｒ）２００７、および、システ
ムヘッダ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｈｅａｄｅｒ）２００８が含まれ、さらに、再生制御情報含む
ＰＣＩ＿ＰＫＴ２００９、および、データサーチ情報を含むＤＳＩ＿ＰＫＴ２０１０が含
まれる。
【特許文献１】特開２００３－１０１９２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　以上に述べたように、ＤＶＤ－ＲＷやＤＶＤ－Ｒの記録用規格には、ＤＶＤ－ＶＲフォ
ーマットとＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットという、２種類の記録フォーマットが存在す
る。そこで、例えば、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに従ってＡＶデータが記録された
ＤＶＤメディアに対して、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに従ってＡＶデータを追記する場合
（例えば、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットでのみ記録可能なコピーワンス（一回のみ記録可能
）番組や二ヶ国語音声番組などを、ＤＶＤメディアに追記する場合）には、両者のフォー
マットが異なるために、ＤＶＤメディアの論理フォーマットをＤＶＤ－ＶＲフォーマット
に合わせてフォーマットし直す必要がある。ところが、ＤＶＤメディアをフォーマットし
直すと、それまでにＤＶＤメディアに記録されていたＡＶデータは破壊されて、再生でき
なくなる。
【００２７】
　このように、あるフォーマットでＡＶデータが記録されている記録媒体に対して、別の
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フォーマットに従ってＡＶデータを追記するときには、それまでに記録されていたＡＶデ
ータをあきらめるか、あるいは、そのＡＶデータをハードディスクなどに一旦コピーして
おき、記録媒体に改めて書き込む必要がある。後者の方法には、処理時間が掛かることに
加えて、ＡＶデータを一時的に退避するためのハードディスクなどが必要になるという問
題がある。
【００２８】
　それ故に、本発明は、それまでに記録されたＡＶデータを消去せずに、記録媒体の論理
フォーマットを変更するフォーマット変更方法、そのようなフォーマット変更を可能とす
る情報記録方法、および、フォーマット後の記録媒体に記録されたＡＶデータを再生する
情報再生方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
　上記の課題を解決する本発明に係る情報記録方法は、記録媒体に対して、第１のフォー
マットのボリューム構造情報、ファイル構造情報および記録媒体に記録される全映像音声
データを管理するための管理情報を記録する場合にも、第２のフォーマットのボリューム
構造情報、ファイル構造情報、および、記録媒体に記録される全映像音声データを管理す
るための管理情報を記録する場合にも、十分なデータ長を算出するデータ長算出ステップ
と、記録媒体の所定の位置に、データ長算出ステップで算出したデータ長を有するデータ
領域を予め確保するデータ領域予約ステップと、記録媒体のデータ領域予約ステップで確
保されたデータ領域以外の部分に、第１のフォーマットに従って映像音声データを記録す
る映像音声データ記録ステップと、記録媒体のデータ領域予約ステップで確保されたデー
タ領域以外の部分で、かつ、映像音声データが記録されていないデータ領域に、第２のフ
ォーマットの管理情報、もしくは、第２のフォーマットの管理情報を作成するために必要
なデータを記録する第２フォーマット管理情報記録ステップと、第２フォーマット管理情
報記録ステップ実行後、記録媒体のデータ領域予約ステップで確保されたデータ領域以外
の部分で、かつ、映像音声データが記録されていないデータ領域に、第２のフォーマット
の映像音声データに含まれるビデオオブジェクトユニットを管理するための再生時間情報
、記録時間情報、表示制御情報およびコピー制御情報を含むリアルタイムデータ情報を、
第１のフォーマットのビデオオブジェクト、および、ビデオオブジェクトに含まれるビデ
オオブジェクトユニットに関連付けて記録するリアルタイムデータ情報記録ステップとを
備える、情報記録方法である。
【００３０】
　本発明に係る情報記録方法における映像音声データ記録ステップは、記録媒体のデータ
領域予約ステップで確保されたデータ領域以外の部分で、かつ、映像音声データが記録さ
れていないデータ領域に、第１のフォーマットの映像音声データに含まれるビデオオブジ
ェクトを管理するためのビデオタイトルセット情報を記録するビデオタイトルセット情報
記録ステップと、映像音声データの記録媒体における記録位置およびデータ長と、ビデオ
タイトルセット情報の記録媒体における記録位置およびデータ長とを含む番組エクステン
ト情報を記録する番組エクステント情報記録ステップとを含むことが好ましい。
【００３１】
　本発明に係る情報記録方法は、映像音声データの記録されていないデータ領域に、第１
のフォーマットのビデオオブジェクトユニットを管理するための再生制御情報、および、
データサーチ情報を有するナビゲーションデータ情報を、第１のフォーマットのビデオオ
ブジェクト、および、ビデオオブジェクトに含まれるビデオオブジェクトユニットに関連
付けて、第２のフォーマットから第１のフォーマットに変更するための情報として記録す
るナビゲーションデータ情報退避ステップを備えることが好ましい。
【００３２】
　本発明に係る情報記録方法は、リアルタイムデータ情報が、第１のフォーマットのビデ
オオブジェクトユニットを管理するための再生制御情報およびデータサーチ情報を有する
ナビゲーションデータ情報の位置に配置されるように、第２のフォーマットのファイル構
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造を作成するステップを備えることが好ましい。
【００３３】
　本発明に係る情報記録方法は、ビデオタイトルセット情報が記録されたデータ領域を、
未記録領域に設定する未記録領域設定ステップを備えることが好ましい。
【００３４】
　本発明に係る情報記録方法は、映像音声データが第１のフォーマットで記録されたこと
を示すフォーマット管理フラグを作成するフォーマット管理フラグ作成ステップと、フォ
ーマット管理フラグを記録媒体に記録するフォーマット管理フラグ記録ステップとを備え
ることが好ましい。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明に係る情報記録方法によれば、第１のフォーマットに従って映像音声データが記
録された記録媒体が作成される。この記録媒体には、第１のフォーマットに準拠した映像
音声データや管理情報などに加えて、第２のフォーマットに準拠した全映像音声データの
管理情報と、第２のフォーマットにおけるビデオオブジェクトユニットの管理情報である
リアルタイムデータ情報とが記録されることから、記録媒体に記録された映像音声データ
を消去することなく、第２のフォーマットへの変更ができる。
【００３９】
　本発明に係る情報記録方法で作成された記録媒体に対して、フォーマット変更ができる
。このフォーマット変更を行うことにより、第１のフォーマットに従って記録された映像
音声データを消去することなく、記録媒体のフォーマットを、第１のフォーマットから第
２のフォーマットに変更できる。フォーマットが第２のフォーマットに変更された記録媒
体には、第２のフォーマットに従って映像音声データを追記することができる。
【００４０】
　本発明に係る情報記録方法で作成された記録媒体に対して、記録媒体のフォーマットを
第２のフォーマットに変更した後、この記録媒体のフォーマットを、第１のフォーマット
に再変更できる。
【００４１】
　本発明に係る情報記録方法で作成された記録媒体に対して、第１のフォーマットに従っ
て記録された映像音声データを消去することなく、記録媒体を第２のフォーマットに変更
することができることに加え、記録媒体のフォーマットを第２のフォーマットに変更後も
、この記録媒体に記録された映像音声データを、第１のフォーマットに準拠した映像音声
データとして再生することできる。この情報再生方法によれば、複雑な情報記録方法やフ
ォーマット変換方法を行う必要がなく、装置の構成や装置を制御するプログラムを簡単に
することができる。
                                                                                
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
（各実施形態に共通する装置の構成）
　各実施形態の詳細を説明するに先立ち、各実施形態に共通して使用されるデジタルビデ
オレコーディング装置の構成を説明する。このデジタルビデオレコーディング装置は、書
き換え型ＤＶＤであるＤＶＤ－ＲＷを記録媒体として、ＡＶデータを記録する装置である
。
【００４３】
　図１は、後述する第１～第５の実施形態で使用されるデジタルビデオレコーディング装
置のブロック図である。図１において、ユーザーインターフェイス部（ＵＩ部）１０２は
、操作キーなどの入力デバイスや表示デバイスなどの出力デバイスを備える。ＵＩ部１０
２は、ユーザから番組の録画開始や再生開始などの命令を受け、受けた命令をシステム制
御部１０３に出力する。入力部１０４は、アンテナ端子や映像／音声入力端子等の外部入
力端子を介して入力された入力信号１００を、Ａ／Ｄコンバータにより、デジタルデータ
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に変換し、得られたデジタルデータをエンコーダ部１０５に出力する。
【００４４】
　エンコーダ部１０５は、システム制御部１０３からの命令に応じて、入力部１０４から
出力されたデジタルデータのエンコード処理を行う。ここで、エンコード処理とは、デジ
タルデータを符号化し、ＭＰＥＧ２に準拠したプログラム・ストリーム形式のＶＯＢを生
成する処理である。エンコーダ部１０５は、ＶＯＢを構成するＶＯＢＵを生成し、生成し
たＶＯＢＵをストリームバッファ部１０６に出力する。また、エンコーダ部１０５は、Ｖ
ＯＢＵを生成する度に、生成したＶＯＢＵに関するＶＯＢＵ情報をシステム制御部１０３
に出力する。エンコーダ部１０５は、システム制御部１０３からエンコード停止命令を受
けるまで、以上のエンコード処理を繰り返し実行する。ここで、ＶＯＢＵ情報とは、ＶＯ
ＢＵ内のビデオフレーム再生開始時刻（ＶＯＢＵ＿Ｓ＿ＰＴＭ）、ＶＯＢＵの先頭から数
えた最初のＩピクチャのサイズ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ＿Ｐｉｃｔｕｒｅ＿Ｓｉｚｅ）、Ｖ
ＯＢＵのサイズ（ＶＯＢＵ＿Ｓｉｚｅ）、再生時間（ＰＢ＿Ｔｉｍｅ）、アスペクト比、
オーディオモード、および、オーディオストリーム数などを含む情報である。
【００４５】
　ストリームバッファ部１０６は、バッファや書き込みおよび読み出し制御プログラムな
どを含む。ストリームバッファ部１０６は、システム制御部１０３の命令に応じて、ＶＯ
ＢＵと管理情報の書き込みおよび読み出し処理を行う。具体的には、ストリームバッファ
部１０６は、システム制御部１０３からＶＯＢＵ書き込み命令を受けた場合には、ＶＯＢ
Ｕ書き込み処理を実行し、ＶＯＢＵ読み出し命令を受けた場合には、ＶＯＢＵ読み出し処
理を実行する。同様に、ストリームバッファ部１０６は、システム制御部１０３から管理
情報書き込み命令を受けた場合には、管理情報書き込み処理を実行し、管理情報読み出し
命令を受けた場合には、管理情報読み出し処理を実行する。
【００４６】
　ＶＯＢＵ書き込み処理とは、ストリームバッファ部１０６において、エンコーダ部１０
５から出力されたＶＯＢＵを、内部のバッファに格納し、その後格納したＶＯＢＵを、Ｄ
ＶＤ－ＲＷディスク１１０に書き込み、バッファに格納されたデータを消去する処理であ
る。なお、ＶＯＢＵがＤＶＤ－ＲＷディスク１１０に書き込まれる際に書き込みエラーが
発生した場合には、ストリームバッファ部１０６は、書き込みエラーをシステム制御部１
０３に通知する。また、ＶＯＢＵ読み出し処理とは、ストリームバッファ部１０６におい
て、ＤＶＤ－ＲＷディスク１１０に書き込まれたＶＯＢＵを読み出し、読み出したＶＯＢ
Ｕを内部のバッファに格納し、その後バッファに格納されたＶＯＢＵをデコーダ部１０７
に出力し、バッファに格納されたデータを消去する処理である。
【００４７】
　管理情報書き込み処理とは、ストリームバッファ部１０６において、システム制御部１
０３から出力された管理情報を管理情報ファイルとして、ＤＶＤ－ＲＷディスク１１０に
書き込む処理である。また管理情報読み出し処理とは、ストリームバッファ部１０６にお
いて、管理情報ファイルとして格納されている管理情報を読み出し、管理情報に含まれる
再生制御情報をシステム制御部１０３へ出力する処理である。なお、管理情報ファイルが
ＤＶＤ－ＲＷディスク１１０に記録されていない場合には、ストリームバッファ部１０６
は、読み出しエラーをシステム制御部１０３に通知する。
【００４８】
　管理情報は、録画中に入力したＶＯＢＵ情報から算出される再生制御情報を含む情報で
あり、録画終了とともに管理情報ファイルとして、ＤＶＤ－ＲＷディスク１１０に記録さ
れる。また、管理情報は、再生時にはシステム制御部１０３において参照され、ＤＶＤ－
ＲＷディスク１１０に記録されているＶＯＢＵ（またはＶＯＢ）の再生を制御する情報を
含む。管理情報は、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットでは、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイル
として記録され、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットでは、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯファ
イルおよびＶＴＳ＿ＸＸ＿Ｘ．ＩＦＯファイルとして記録される。
【００４９】
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　デコーダ部１０７は、システム制御部１０３からの命令に応じて、デコード処理を行う
。ここで、デコード処理とは、ストリームバッファ部１０６から出力されたＶＯＢＵから
元のデジタルデータを復元する処理である。復元されたデジタルデータは、出力部１０８
に出力される。デコーダ部１０７は、システム制御部１０３からデコード停止命令を受け
るまで、以上のデコード処理を繰り返し実行する。
【００５０】
　出力部１０８は、デコーダ部１０７から出力されたデジタルデータを、Ｄ／Ａコンバー
タにより、アナログのＡＶ信号１０１に変換し、得られたＡＶ信号１０１を映像／音声出
力端子などの外部出力端子を介してモニタなどに出力する。
【００５１】
　以下、図１に示されるデジタルビデオレコーディング装置の録画動作について説明する
。ここでは、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに従って記録する場合の動作について、図１を参
照しながら説明する。
【００５２】
　ＵＩ部１０２から番組の録画開始の指示が入力されると、システム制御部１０３は、ビ
デオストリームの記録を開始するために、各部に対して制御信号を出力する。入力信号１
００は、入力部１０４においてアナログ信号からデジタル信号に変換され、エンコーダ部
１０５に出力される。エンコーダ部１０５は、入力部１０４より供給されたデジタル信号
を圧縮し、ストリームバッファ部１０６に出力する。ストリームバッファ部１０６は、圧
縮されたビデオストリームなどを一時的に蓄積し、蓄積したビデオストリームなどをドラ
イブ部１０９に出力する。このビデオストリームなどの情報は、ドライブ部１０９におい
て、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに準拠した形式で、ＤＶＤ－ＲＷディスク１１０に書き込
まれる。このとき、システム制御部１０３は、書き込まれる情報のＤＶＤ－ＲＷディスク
１１０内の位置を指定する。ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおいては、ビデオストリームは
、ＶＲ＿ＭＯＶＩＥ．ＶＲＯファイルとして記録される。
【００５３】
　番組の録画中、システム制御部１０３には、エンコーダ部１０５から、管理情報ファイ
ルを作成するためのＶＯＢＵ情報が供給される。ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおいては、
管理情報ファイルは、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルとして記録される。ＵＩ部１０
２から番組の録画停止が命令されると、システム制御部１０３は、ビデオストリームの記
録を停止する。最後に、管理情報ファイルが、ドライブ部１０９によって、ＤＶＤ－ＲＷ
ディスク１１０に記録される。
【００５４】
　次に、図１に示されるデジタルビデオレコーディング装置の再生動作について説明する
。ＵＩ部１０２により再生動作が指示されると、システム制御部１０３は、再生を開始す
るために、各部に対して制御信号を出力する。再生動作が開始されると、ドライブ部１０
９により、ＤＶＤ－ＲＷディスク１１０からデジタル情報（圧縮されたビデオストリーム
や管理情報など）が読み出される。このとき、ストリームバッファ部１０６は、それらの
情報を一時的に蓄積する。システム制御部１０３は、ストリームバッファ部１０６に蓄積
された情報を、デコードする単位で読み出し、デコーダ部１０７に出力する。圧縮された
ビデオストリーム等は、このデコーダ部１０７においてデコードされ、出力部１０８に出
力される。出力部１０８は、デコードされたデジタルデータをＤ／Ａ変換により、アナロ
グのＡＶ信号１０１に変換し、得られたＡＶ信号１０１を映像／音声出力端子などの外部
出力端子を介してモニタなどに出力する。
【００５５】
　次に、図２を用いてＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットによる番組の記録方法について詳
しく説明する。なお、この記録方法は、従来から行われている記録方法であるが、本発明
においても、後述するＡＶデータ記録処理（あるいは第１の実施形態の詳細な説明におい
ては、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマット記録処理）において使用するので、以下に説明す
る。
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【００５６】
　図２には、ＤＶＤ－ＲＷの物理的なデータ構成が示されており、それぞれＤＶＤ－Ｖｉ
ｄｅｏフォーマットによる記録開始前の状態（図２（ａ））、第１の番組のストリームデ
ータの記録が完了した状態（図２（ｂ））、第１の番組のＶＴＳＩバックアップの記録が
完了した状態（図２（ｃ））、第１の番組のＶＴＳＩの記録が完了した状態（図２（ｄ）
）、第２の番組のストリームデータの記録が完了した状態（図２（ｅ））、第２の番組の
ＶＴＳＩバックアップの記録が完了した状態（図２（ｆ））、第２の番組のＶＴＳＩの記
録が完了した状態（図２（ｇ））、および、ファイナライズを終了した状態（図２（ｈ）
）が示されている。
【００５７】
　ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに従って、ＤＶＤ－ＲＷに番組を記録する場合には、
データおよび管理情報を記録する際に、少なくとも以下の点を考慮する必要がある。まず
、ディスクのボリューム構造およびファイル構造２０１、並びに、ディスクに記録される
全ＡＶデータの管理情報であるＶＭＧ２０２は、その内容もサイズも全ての番組を記録し
た後にしか確定しない。一方、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットでは、これら情報は、デ
ィスクのユーザデータ領域の先頭に記録することと規定されている。
【００５８】
　そこで、サイズが全ての番組の記録後でなければ確定しない、ボリューム構造およびフ
ァイル構造２０１並びにＶＭＧ２０２を、ディスクのユーザデータ領域の先頭に記録する
ために、番組が記録されていない初期状態で、ディスクの前方部分の所定の位置に、後で
ボリューム構造およびファイル構造２０１並びにＶＭＧ２０２を記録するための固定長の
データ領域が予め確保される。番組は、確保されたデータ領域の後方に記録される。ボリ
ューム構造およびファイル構造２０１やＶＭＧ２０２などは、全ての番組を記録後、ディ
スクをファイナライズすることにより記録される。
【００５９】
　また、ＶＴＳＩは各番組の管理情報であるので、その内容もサイズも各番組を記録した
後にしか確定しない。一方、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットでは、ＶＴＳＩ２０４は、
記録しようとする番組のＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ（図２ではＶＯＢＳ２０５と略した）の前
方に記録することと規定されている。そこで、番組の記録後でなければサイズが確定しな
いＶＴＳＩ２０４を、その番組のＶＯＢＳ２０５の前方に記録するために、所定サイズの
データ領域が予め確保される。
【００６０】
　以上のような、管理情報等の記録位置の制約を踏まえて、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマ
ットによる記録動作について、図２を用いて説明する。ＵＩ部１０２により番組記録の開
始が命令されると、まず、ボリューム構造およびファイル構造２０１並びにＶＭＧ２０２
を記録するためのデータ領域（図２（ａ）の斜線部２０９）がボリューム先頭に予約され
る。その後、番組のビデオストリームであるＶＯＢＳ２０５の記録が開始される。ＶＯＢ
Ｓ２０５の記録が終了すると（図２（ｂ））、ＶＴＳＩ２０４が確定し、ＶＴＳＩバック
アップ２０６がＶＯＢＳ２０５に後続するデータ領域に記録され（図２（ｃ））、さらに
、ＶＴＳＩ２０４が、予め予約されたデータ領域（図２（ｂ）の斜線部２１０）に記録さ
れる（図２（ｄ））。以上の手順よって番組の記録が終了する。番組の追加記録は、上述
した手順を繰り返すことによって行われる（図２（ｄ）～（ｇ））。
【００６１】
　番組を再生する（すなわち、ＶＴＳにアクセスする）ためには、ＶＭＧ２０２に記録さ
れるポインタ情報が必要であるが、上述したように、ＶＭＧ２０２は、ディスクに記録す
る全ての番組が確定した後に、ディスクをファイナライズすることによって記録される。
そこで、ＶＭＧ２０２が未記録の段階で、ＶＴＳにアクセスするための情報として、各Ｖ
ＴＳの配置情報、すなわち番組エクステント情報２０３が、各番組の記録終了後に記録ま
たは更新される（図２（ｄ））。番組エクステント情報２０３が固定アドレスもしくはド
ライブから得られる物理アドレスで示されるデータ領域に記録されることにより、番組エ



(13) JP 4302599 B2 2009.7.29

10

20

30

40

50

クステント情報２０３に基づいて、各ＶＴＳはアクセス可能になり、各番組の再生が可能
になる。
【００６２】
　上述したように、ボリューム構造およびファイル構造２０１並びにＶＭＧ２０２は、番
組がディスクにこれ以上記録されなくなった時点で確定する。ディスクがファイナライズ
されると、ボリューム構造およびファイル構造２０１並びにＶＭＧ２０２が、予め予約さ
れたデータ領域に記録され、さらに、ディスクのボリューム（ユーザデータ領域）の終端
アドレスに隣接するデータ領域に、ファイルシステムの開始ボリューム記述子ポインタで
あるアンカー２０７が記録される。最後に、ドライブにより、物理的にボリュームがクロ
ーズされ、リードイン２００およびリードアウト２０８が記録される（図２（ｈ））。以
上のファイナライズ処理を経て、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットの記録処理は終了する
。
【００６３】
　以上において説明したＤＶＤ－ＶｉｄｅｏフォーマットによるデータとＤＶＤ－ＶＲフ
ォーマットによるデータは、同一のディスクに混在することはできない。したがって、ユ
ーザは、ディスクに番組を記録するにあたり、どちらかの記録フォーマットを選択する必
要がある。すなわち、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに従ってＡＶデータが記録された
ＤＶＤメディアに対して、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに従ってＡＶデータを追記するとい
ったことは、フォーマットの違いによりできない。
【００６４】
　そこで以下では、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに従ってＡＶデータが記録されたＤ
ＶＤメディアに対して、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに従ったＡＶデータの追記を可能にす
るために、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに従ってＤＶＤメディアに記録されたＡＶデ
ータを消去せずに、ＤＶＤメディアの論理フォーマットを、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに
変更するフォーマット変更方法、また、そのようなフォーマット変更を可能とする情報記
録方法、および、フォーマット変更後にＤＶＤメディアに記録されたＡＶデータを再生す
る情報再生方法について説明する。
【００６５】
　（第１の実施形態）
　以下に、本発明の第１の実施形態に係る情報記録方法およびフォーマット変更方法につ
いて、図３を参照しながら説明する。なお、本実施形態に係る方法は、図１に示すデジタ
ルビデオレコーディング装置を用いて実行される。
【００６６】
　図３（ａ）は、本実施形態に係る情報記録方法を示すフローチャートである。図３（ａ
）に示す手順は、未記録のＤＶＤ－ＲＷディスク（以下、ディスクと称す）に対して実行
される。図３（ａ）に示すステップＳ３０１～Ｓ３０５を実行することにより、ＤＶＤ－
Ｖｉｄｅｏフォーマットに従って番組が記録されたディスクが作成される。このディスク
は、後述するフォーマット変更方法により、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに変更できる。
【００６７】
　より詳細には、まず、データ長算出処理（ステップＳ３０１）において、ディスクに記
録を開始する前に、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおけるボリューム構造、ファイル
構造や管理情報等のサイズの和と、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおけるボリューム構造、
ファイル構造や管理情報等のサイズの和とが、システム制御部１０３によって算出される
。次に、データ領域予約処理（ステップＳ３０２）において、以上のサイズのうち、大き
い方のサイズのデータ領域がディスクのボリュームの先頭に予約される。次に、ＡＶデー
タ記録処理（ステップＳ３０３）において、ＡＶデータや管理情報（ＶＴＳＩ、番組エク
ステント情報など）などが、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに従ってディスクに記録さ
れる。
【００６８】
　次に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット管理情報記録処理（ステップＳ３０４）において、Ｄ
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ＶＤ－ＶＲフォーマットにおける管理情報、すなわちＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイル
が、ＡＶデータが記録された領域、および、ステップＳ３０１において予約されたデータ
領域以外のユーザデータ領域に記録される。あるいは、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイ
ルに代えて、後にＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルを作成するために必要なデータが、
上記の領域に記録されてもよい。最後に、リアルタイムデータ情報記録処理（ステップＳ
３０５）において、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおけるＶＯＢＵを管理するためのリアル
タイムデータ情報であるＲＤＩ＿ＰＣＫが、該当するＶＯＢおよびＶＯＢＵに関連付けら
れ、テーブルとして、ＡＶデータが記録された領域、および、ステップＳ３０１において
予約されたデータ領域以外のデータ領域に記録される。
【００６９】
　以上の手順に従って番組がディスクに記録されることにより、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォ
ーマットに従って再生可能なディスクが作成される。これに加えて、このディスクは、番
組を消去しなくても、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにフォーマット変更が可能という特徴を
有する。なお、このディスクを再生する場合には、ＶＴＳＩおよび番組エクステント情報
が参照され再生される。あるいは、ステップＳ３０４において、ＤＶＤ－ＶＲフォーマッ
トにおける管理情報であるＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルが記録された場合には、こ
のＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルを管理情報として、このディスクを再生することも
可能である。
【００７０】
　次に、本実施形態に係るフォーマット変更方法を示す。図３（ｂ）は、本実施形態に係
るフォーマット変更方法を示すフローチャートである。図３（ｂ）に示す手順は、図３（
ａ）に示された方法で番組が記録されたディスクに対して実行される。図３（ｂ）に示す
手順では、ステップＳ３１０～Ｓ３１２を実行することにより、ステップＳ３０１～Ｓ３
０５によって記録されたディスクのフォーマットがＤＶＤ－ＶＲフォーマットに変更され
る。
【００７１】
　より詳細には、まず、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットのファイル構造情報作成処理（ステッ
プＳ３１０）において、図３（ａ）に示す方法でディスクに記録された各ＡＶデータの開
始アドレスの情報およびデータ長の情報を含むファイルエントリが、システム制御部１０
３によって作成される。次に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット情報記録処理（ステップＳ３１
１）において、ステップＳ３０１において予約されたデータ領域に、ＤＶＤ－ＶＲフォー
マットのボリューム構造、ファイル構造や管理情報等が記録される。さらに、ステップＳ
３１１では、ステップＳ３０３においてＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルが記録されな
かった場合には、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯが記録される。最後に、ナビゲーションデー
タ情報書き換え処理（ステップＳ３１２）において、ＲＤＩ＿ＰＣＫの情報を記録したテ
ーブルに基づいて、ＤＶＤ－ＶｉｄｅｏフォーマットにおけるＶＯＢＵを管理するための
ＮＶ＿ＰＣＫが、対応するＲＤＩ＿ＰＣＫに書き換えられる。
【００７２】
　以上の手順によって、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットで記録されたディスクは、ＤＶ
Ｄ－ＶＲフォーマットに変更される。フォーマット変更されたディスクは、ＤＶＤ－ＶＲ
フォーマットの管理情報であるＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルに基づいて再生される
。
【００７３】
　本実施形態に係る情報記録方法、フォーマット変更方法および情報再生方法を、図４～
図９を用いてさらに詳しく説明する。図４～図９は、本実施形態に係る情報記録方法およ
びフォーマット変更方法の詳細を示すフローチャートである。
【００７４】
　図１に示されるデジタルビデオレコーディング装置に、ディスクが装填されると、シス
テム制御部１０３は、まず、このディスクが未記録か否かの確認を行う（ステップＳ４０
０）。装填されたディスクが未記録である場合（ステップＳ４００のＹｅｓ）、ユーザは
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、ＵＩ部１０２を通して、記録フォーマットを指示する。ユーザによりＤＶＤ－Ｖｉｄｅ
ｏフォーマットによる番組の録画が選択されると（ステップＳ４０１およびＳ４０２のＹ
ｅｓ）、システム制御部１０３は、後述するデータ長算出処理により、ボリューム先頭に
予約する領域のデータ長を算出し（ステップＳ４０３）、このデータ領域を予約する（ス
テップＳ４０４）。
【００７５】
　次に、システム制御部１０３は、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマット記録処理（ステップ
Ｓ４０５）に従い、ＡＶデータをディスクに記録する。
【００７６】
　また、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットによって記録されたディスク（ステップＳ４０
６のＹｅｓ）に対して、ユーザからＵＩ部１０２を通して番組追記の命令が指示されると
（ステップＳ４０７のＹｅｓ）、システム制御部１０３は、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマ
ット記録処理（ステップＳ４０５）を行う。また、上記のディスクに対して、ユーザから
再生命令が指示されると（ステップＳ４０８のＹｅｓ）、システム制御部１０３は、番組
エクステント情報およびＶＴＳＩ、もしくは、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルに基づ
き、番組の再生を行う（ステップＳ４０９）。
【００７７】
　ユーザからＵＩ部１０２を介してフォーマット変更が指示されると（ステップＳ４１０
のＹｅｓ）、システム制御部１０３は、後述するフォーマット変更処理により、ＤＶＤ－
ＶｉｄｅｏフォーマットからＤＶＤ－ＶＲフォーマットへのフォーマット変更を開始する
（ステップＳ４１１）。なお、フォーマットの変更は、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットのみで
記録可能な、例えば、コピーワンス番組や二ヶ国語音声番組などを録画する際には、シス
テム制御部１０３において自動的に行ってもよい。
【００７８】
　また、ステップＳ４０１において、ユーザによりＤＶＤ－ＶＲフォーマットが選択され
ると、図５（ａ）のフローチャートに示されるように、システム制御部１０３は、ＤＶＤ
－ＶＲフォーマットによりディスクのフォーマットを行い（ステップＳ５００）、ＤＶＤ
－ＶＲフォーマットにより番組を録画する（ステップＳ５０１のＹｅｓおよびステップＳ
５０２）。
【００７９】
　また、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに変更されたディスク、あるいは、ＤＶＤ－ＶＲフォ
ーマットにより番組が記録されたディスクに対して、ユーザからＵＩ部１０２を介して、
録画命令が指示されると（図５のステップＳ５１０のＹｅｓ）、システム制御部１０３は
、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットによる番組の録画を行う（ステップＳ５１１）。あるいは、
上記のディスクに対して、再生の命令が指示されると（ステップＳ５１２のＹｅｓ）、シ
ステム制御部１０３は、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルに基づいてディスクを再生す
る（ステップＳ５１３）。
【００８０】
　ディスクに対して、録画、再生またはフォーマット変更が終了し、ユーザからＵＩ部１
０２を介して、ディスクの排出が命令されると（ステップＳ４１２のＹｅｓ、ステップＳ
５０３のＹｅｓ、または、ステップＳ５１４のＹｅｓ）、ディスクはデジタルビデオレコ
ーディング装置から排出される（ステップＳ４１３）。
【００８１】
　次に、図６に示すフローチャートを用いて、データ長算出処理について説明する。デー
タ長算出処理では、まず、システム制御部１０３において、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマ
ットによって規格最大数の番組を記録した場合に要するボリューム構造サイズ、ファイル
構造サイズおよびＶＭＧのサイズの和（以下、サイズＡを称す）が算出される（ステップ
Ｓ６００）。さらに、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにより規格最大数の番組を記録した場合
に要するボリューム構造サイズ、ファイル構造サイズ、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイ
ルサイズおよびＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＢＵＰファイルサイズの和（以下、サイズＢと称す）
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が算出される（ステップＳ６０１）。最後に、サイズＡとサイズＢとが比較され（ステッ
プＳ６０２）、サイズの大きな方のデータサイズを有するデータ領域が、ディスクのボリ
ュームの先頭に予約される（ステップＳ６０３、Ｓ６０４および図４のステップＳ４０４
）。ここで、これらのデータのうち、ＶＭＧ以外は、記録フォーマットの規格最大数、並
びに、ファイルシステムにより定まる。ＶＭＧについては、ＶＭＧがメニュー表示用のス
トリームデータを含むため、システムもしくはユーザの指示により、どのようなメニュー
を作成するかによってサイズＡが定まる。番組のＡＶデータ等は、この予約されたデータ
領域以降の領域に記録される。
【００８２】
　次に、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマット記録処理について、図７を参照しながら説明す
る。ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマット記録処理では、まず、システム制御部１０３におい
て、ＶＴＳＩが記録されるデータ領域が、ディスクのユーザデータ領域に予約される（ス
テップＳ７００）。次に、エンコーダ部１０５において、入力部１０４から入力されたデ
ジタルデータのエンコードが開始され、ＶＯＢＵが生成される。生成されたＶＯＢＵは、
エンコーダ部１０５からストリームバッファ部１０６に出力される。同時に、ストリーム
バッファ部１０６に出力されたＶＯＢＵに関するＶＯＢＵ情報が、エンコーダ部１０５か
らシステム制御部１０３に出力される。ＶＯＢＵ情報には、ＶＴＳＩ並びにＤＶＤ－ＶＲ
フォーマット用管理情報のデータが含まれる。システム制御部１０３は、入力されたＶＯ
ＢＵ情報を、システム制御部１０３内のメモリに蓄積する（ステップＳ７０１）。
【００８３】
　また、システム制御部１０３には、エンコーダ部１０５から、ＤＶＤ－ＶＲフォーマッ
トによる各ＶＯＢＵのＲＤＩ＿ＰＣＫ情報が供給される。供給されたＲＤＩ＿ＰＣＫ情報
は、システム制御部１０３において、ＶＯＢおよびＶＯＢＵに関連付けられ、図８に示さ
れるようなテーブルとして、システム制御部１０３内のメモリに蓄積される（ステップＳ
７０２）。最後に、システム制御部１０３からストリームバッファ部１０６に対して、Ｖ
ＯＢＵのディスクへの書き込みが指示され、ＶＯＢＵがディスクに記録される（ステップ
Ｓ７０３）。以上、図７に示されるフローチャートのステップＳ７０１からステップＳ７
０３までの処理は、ユーザによる番組の録画終了の命令がＵＩ部１０２を介して指示され
る（ステップＳ７０４）まで繰り返される。
【００８４】
　ユーザから録画終了の命令がＵＩ部１０２を介して指示されると（ステップＳ７０４の
Ｙｅｓ）、システム制御部１０３は、ステップＳ７０１において蓄積したＶＯＢＵ情報を
もとに、ＶＴＳＩおよびＶＴＳＩバックアップを作成する（ステップＳ７０５）。作成さ
れたＶＴＳＩは、ステップＳ７００において予約したデータ領域に記録され、ＶＴＳＩバ
ックアップは、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳに後続するデータ領域に記録される（ステップＳ７
０５）。ＶＴＳＩおよびＶＴＳＩバックアップが記録されることにより、番組のＶＴＳの
記録が完了する。
【００８５】
　次に、システム制御部１０３において、ステップＳ７０１において蓄積したＶＯＢＵ情
報をもとに、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット用管理情報ファイル（ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯ
ファイル）が作成され、ディスクに記録される（ステップＳ７０６）。ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ
．ＩＦＯファイルは、ＶＴＳＩやＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳなどが記録されていない、例えば
ＶＴＳと隣接するデータ領域に記録される。あるいは、ＶＴＳＩ、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ
およびＶＴＳＩバックアップの配置順序を変えないことを条件に、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．Ｉ
ＦＯファイルが記録されるデータ領域は、ＶＴＳ内のデータ領域でもよい。
【００８６】
　次に、ステップＳ７０２において、システム制御部１０３内のメモリに蓄積されたＲＤ
Ｉ＿ＰＣＫのテーブル情報（図８参照。以下、ＲＤＩ＿ＰＣＫテーブルと称す）が、単一
エクステントのデータファイルとしてディスクに記録される（ステップＳ７０７）。最後
に、ＶＴＳＩ、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳおよびＶＴＳＩバックアップについて、それぞれの
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記録開始アドレスおよび記録サイズを含む情報が、番組エクステント情報としてディスク
の所定のデータ領域（図２参照）に記録され（ステップＳ７０８）、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ
フォーマットによる記録が終了する。
【００８７】
　次に、フォーマット変更処理について、図９を用いて説明する。フォーマット変更処理
では、まず、システム制御部１０３において、番組エクステント情報をもとに、ＤＶＤ－
Ｖｉｄｅｏフォーマットで記録された全てのＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳをエクステントとした
割り付け記述子を有するファイルエントリが作成される（ステップＳ９００）。割り付け
記述子とは、ファイルエントリ内に記録されるファイルの分散領域の情報であり、具体的
には、各分散領域の記録開始アドレスおよび記録サイズの情報を有する記述子である。
【００８８】
　次に、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット用のボリューム構造が、ディスクに規定されたファイ
ルシステムに従って作成され、ディスクに記録される（ステップＳ９０１）。さらに、Ｄ
ＶＤ－ＶＲフォーマット用のファイル構造が、ディスクに規定されたファイルシステムに
従って作成され、ディスクに記録される（ステップＳ９０２）。ステップＳ９００におい
て作成されたファイルエントリは、ここで作成されたファイル構造内に、ＶＲ＿ＭＯＶＩ
Ｅ．ＶＲＯのファイルエントリ１３１７（図１３参照）として記録される。さらに、ＤＶ
Ｄ－Ｖｉｄｅｏフォーマット記録処理のステップＳ７０６において記録されたＶＲ＿ＭＡ
ＮＧＲ．ＩＦＯファイルが、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット用のファイル構造で指定されたフ
ァイルデータ領域に配置される（ステップＳ９０３）。
【００８９】
　最後に、ステップＳ７０７においてディスクに記録されたＲＤＩ＿ＰＣＫテーブルをも
とに、ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳの各ＶＯＢＵの先頭に記録されたＮＶ＿ＰＣＫが、該当する
ＲＤＩ＿ＰＣＫに書き換えられる（ステップＳ９０４）。各ＶＯＢＵのＶＯＢ内における
相対アドレスは、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルのＴＭＡＰ＿ＧＩ（図１６の１６０
７）のＡＤＲ＿ＯＦＳフィールド（図示せず）とＶＯＢＵ＿ＥＮＴ（１６０９）のＶＯＢ
Ｕ＿ＳＺフィールド（図示せず）とによって確認される。ＡＤＲ＿ＯＦＳフィールドは、
各ＶＯＢの先頭アドレスを示し、ＶＯＢＵ＿ＳＺフィールドは、各ＶＯＢＵのサイズを示
す。ＡＤＲ＿ＯＦＳフィールドにＶＯＢＵ＿ＳＺフィールドを加算することにより、ＶＯ
Ｂ内の各ＶＯＢＵの記録アドレスが確認できる。各ＶＯＢの記録開始アドレスは、番組エ
クステント情報から確認される。以上により、フォーマット変更処理が完了する。
【００９０】
　上述したように、本実施形態に係る情報記録方法によれば、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォー
マットに従って番組が記録されたＤＶＤメディアが作成される。このＤＶＤメディアには
、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットに準拠したＡＶデータや管理情報などに加えて、ＤＶ
Ｄ－ＶＲフォーマットにおけるＤＶＤメディア全体の管理情報であるＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．
ＩＦＯファイルと、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおけるＶＯＢＵの管理情報であるＲＤＩ
＿ＰＣＫとが記録されることから、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットへの変更が可能となる。
【００９１】
　本実施形態に係るフォーマット変更方法によれば、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイル
がディスク全体の管理情報に設定され、また、ＤＶＤ－ＶｉｄｅｏフォーマットのＶＯＢ
Ｕの管理情報であるＮＶ＿ＰＣＫがＲＤＩ＿ＰＣＫに書き換えられ、さらに、ＤＶＤ－Ｖ
Ｒフォーマットに準拠したボリューム構造、ファイル構造が記録されることにより、上記
のＤＶＤメディアのフォーマットが、ＤＶＤ－ＶｉｄｅｏフォーマットからＤＶＤ－ＶＲ
フォーマットへ変更される。
【００９２】
　本実施形態の情報記録方法およびフォーマット変更方法によれば、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏ
フォーマットに従ってＡＶデータが記録されたＤＶＤメディアに対して、ＤＶＤメディア
の論理フォーマットを直接ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに変更することが可能であることか
ら、すでに記録されているＡＶデータを消去することなく、このＤＶＤメディアにＤＶＤ
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－ＶＲフォーマットに従ってＡＶデータ（例えば、ＤＶＤ－ＶＲのみで記録可能なコピー
ワンス番組や二ヶ国語音声番組）を追記することができる。
【００９３】
　なお、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマット記録処理のステップＳ７０６おいて記録される
データは、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルではなく、ＤＶＤ－ＶＲフォーマット用管
理情報のデータであってもよい。この場合、ＶＲ＿ＭＡＮＧＲ．ＩＦＯファイルは、フォ
ーマット変更時に、ステップＳ９０３において、この管理情報のデータに基づいて作成さ
れ、ファイル構造で指定されたデータ領域に記録される。
【００９４】
　（第２の実施形態）
　本発明の第２の実施形態に係るフォーマット変更方法について、第１の実施形態に係る
フォーマット変更方法と異なる部分について説明する。システム制御部１０３は、フォー
マット変更処理のステップＳ９０４において、ＲＤＩ＿ＰＣＫテーブルに基づいて、ＶＴ
ＳＴＴ＿ＶＯＢＳの各ＶＯＢＵの先頭に記録されたＮＶ＿ＰＣＫが該当するＲＤＩ＿ＰＣ
Ｋを書き換える際に、ＮＶ＿ＰＣＫと各ＶＯＢおよびＶＯＢＵとを関連付けたリストを記
録する（図１０のステップＳ１０００）。このリストをＮＶ＿ＰＣＫテーブルと呼ぶ（図
１１参照）。
【００９５】
　第１の実施形態に係るフォーマット変更方法におけるフォーマット変更処理に、以上の
手順を追加したフォーマット変更方法が、本実施形態に係るフォーマット変更方法である
。ユーザがＤＶＤ－ＶＲフォーマットにフォーマット変更後、再度ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフ
ォーマットに変更を希望する場合、フォーマット変更時にＲＤＩ＿ＰＣＫによって書き換
えられたＮＶ＿ＰＣＫを、ＮＶ＿ＰＣＫテーブルに基づいて、各ＶＯＢおよびＶＯＢＵの
先頭に再度書き換えることにより、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットへ再変更できる。た
だし、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに変更後、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットによって番組を追
記していないＤＶＤメディアにおいてのみ、本実施形態に係るフォーマット変更方法は有
効である。
【００９６】
　（第３の実施形態）
　本発明の第３の実施形態に係るフォーマット変更方法について、第１の実施形態に係る
フォーマット変更方法と異なる部分について説明する。システム制御部１０３は、フォー
マット変更処理のステップＳ９０４において、ＲＤＩ＿ＰＣＫテーブルに基づき、ＶＴＳ
ＴＴ＿ＶＯＢＳに含まれる各ＶＯＢＵの先頭のＮＶ＿ＰＣＫを、該当するＶＯＢＵのＲＤ
Ｉ＿ＰＣＫに書き換えない。その代わりに、システム制御部１０３は、ＲＤＩ＿ＰＣＫテ
ーブルに記録された各ＲＤＩ＿ＰＣＫが、該当するＶＯＢＵの先頭に配置されるように、
ＶＲ＿ＭＯＶＩＥ．ＶＲＯファイルのファイルエントリに割り付け記述子を作成する。
【００９７】
　第１の実施形態におけるフォーマット変更処理に、以上のステップを追加したフォーマ
ット変更方法が、本実施形態に係るフォーマット変更方法である。ただし、ＶＲ＿ＭＯＶ
ＩＥ．ＶＲＯファイルはリアルタイムファイルであるため、過度にファイルデータが分散
している場合においては、再生時の連続性が失われる可能性がある。しかし、これはドラ
イブ部１０９からストリームバッファ部１０６への読み出し速度を向上することによって
解決される。
【００９８】
　（第４の実施形態）
　本発明の第４の実施形態に係る情報記録方法および情報再生方法について説明する。本
実施形態に係る情報記録方法では、第１の実施形態に係る情報記録方法と異なり、システ
ム制御部１０３は、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマット記録処理において、ＲＤＩ＿ＰＣＫ
情報の蓄積並びにＲＤＩ＿ＰＣＫテーブルの作成および記録を行わない。その代わりに、
システム制御部１０３は、番組がＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットで記録されたことを示
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すフラグ（以下、番組フォーマットフラグと称す）を記録する。番組フォーマットフラグ
は、番組エクステント情報内やＲＤＩ＿ＰＣＫ内の製造者情報であるＭＮＦＩ１５１３に
記録してもよく、また、これらとは別にディスク内の空き領域に記録してもよい。
【００９９】
　ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにフォーマットを変更後、ＵＩ部１０２を介して、ユーザか
ら再生が指示されると、システム制御部１０３は、まず、番組フォーマットフラグを確認
する。番組フォーマットフラグが記録されていることが確認されると、システム制御部１
０３は、デコーダ部１０７に対して、ディスクに記録されているＡＶデータを、ＤＶＤ－
Ｖｉｄｅｏフォーマットに準拠したＡＶデータとして、デコード処理を行うよう命令する
。この結果、ディスクに記録されたＡＶデータは、ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットによ
って再生される。
【０１００】
　本実施形態に係る情報再生方法によれば、複雑な情報記録方法やフォーマット変更方法
を行うことなく、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにフォーマットを変更後のディスクを再生す
ることができる。このことにより、装置の構成や装置を制御するプログラムを簡単にする
ことができる。
【０１０１】
　（第５の実施形態）
　本発明の第５の実施形態に係る情報記録方法について、第１の実施形態に係る情報記録
方法と異なる部分について説明する。第１の実施形態に係るフォーマット変更方法におけ
るフォーマット変更処理が終了した後、システム制御部１０３は、ＶＴＳＩおよびＶＴＳ
Ｉバックアップが記録されたデータ領域を、ファイル構造の空間ビットマップ記述子１３
１４において、未記録領域と設定する。この設定により、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに変
更されたディスク内の、ＶＴＳＩおよびＶＴＳＩバックアップが記録されていたデータ領
域も、データ記録領域として利用することができる。ただし、ＶＴＳＩまたはＶＴＳＩバ
ックアップを消去すると、第２の実施形態に係るフォーマット変更方法である、ＤＶＤ－
Ｖｉｄｅｏフォーマットへの再変更は不可能になる。
【産業上の利用可能性】
【０１０２】
　本発明の情報記録方法、フォーマット変更方法および情報再生方法は、映像や音声情報
を記録型ＤＶＤにＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットで記録した場合に、記録済みの番組を
消去することなく、ＤＶＤ－ＶＲフォーマットに変更することが可能であるため、ＤＶＤ
録画再生機器などに利用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】本発明の第１～第５の実施形態に係る情報記録方法、フォーマット変更方法およ
び情報再生方法において使用されるデジタルビデオレコーディング装置のブロック図
【図２】従来のＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットによる情報記録方法を示す図
【図３】本発明の第１の実施形態に係る情報記録方法およびフォーマット変更方法を示す
フローチャート
【図４】本発明の第１の実施形態に係る情報記録方法、フォーマット変更方法および情報
再生方法を示すフローチャート
【図５】本発明の第１の実施形態に係る情報記録方法におけるＤＶＤ－ＶＲフォーマット
に従った情報記録方法および情報再生方法を示すフローチャート
【図６】本発明の第１の実施形態に係る情報記録方法におけるデータ長算出処理を示すフ
ローチャート
【図７】本発明の第１の実施形態に係る情報記録方法におけるＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォー
マット記録処理を示すフローチャート
【図８】本発明の第１の実施形態に係る情報記録方法において記録されるＲＤＩ＿ＰＣＫ
テーブルを示す図
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【図９】本発明の第１の実施形態に係るフォーマット変更方法におけるフォーマット変更
処理を示すフローチャート
【図１０】本発明の第２の実施形態に係るフォーマット変更方法におけるフォーマット変
更処理を示すフローチャート
【図１１】本発明の第２の実施形態に係る情報記録方法において記録されるＮＶ＿ＰＣＫ
テーブルを示す図
【図１２】ＤＶＤ－ＶＲフォーマットで記録されたディスクとその物理構成および論理構
成とを示す図
【図１３】ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおけるファイルシステムの構成を示す図
【図１４】ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおけるＰｒｏｇｒａｍ　Ｃｈａｉｎの構成を示す
図
【図１５】ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおけるＶＯＢのデータ構成を示す図
【図１６】ＤＶＤ－ＶＲフォーマットにおける管理情報ファイルの構成を示す図
【図１７】ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットで記録されたディスクとその物理構成および
論理構成とを示す図
【図１８】ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおけるファイルシステムの構成を示す図
【図１９】ＤＶＤ－Ｖｉｄｅｏフォーマットにおけるファイルデータの構成と配置を示す
図
【図２０】ＤＶＤ－ＶｉｄｅｏフォーマットにおけるＶＯＢＳのデータ構成を示す図
【符号の説明】
【０１０４】
１００　入力信号
１０１　ＡＶ信号
１０２　ＵＩ部
１０３　システム制御部
１０４　入力部
１０５　エンコーダ部
１０６　ストリームバッファ部
１０７　デコーダ部
１０８　出力部
１０９　ドライブ部
１１０　ＤＶＤ－ＲＷディスク
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